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フィンランドの初等教育教員の養成
カリキュラムに関する一考察
渡 連 誠 一1)
20世紀未から､世界各国は､教育を国家戦略として位置付け､競って教育改革を行っているが､
その改革の内容の一つが教員養成制度の改革である｡その養成制度の改革の大きな柱が､大学院
レベルまで引き上げて養成しようとするものである｡
我が国は､第二次大戦後いち早く､大学で教員養成する制度に改めたが､大学院レベルにまで
高める点では遅れをとっている｡しかし､一部は将来のリー ダーになるような教員を養成するた
めとして､昭和41年に東京学芸大学に初めて教育学研究科が設置され､その後次々と､教員養成
大学 ･学部に同様の目的をもった大学院が設置された｡
その教育学研究科について､必ずしも期待した程の成果が得られなかったこともあり､平成18
年7月､教育学研究科とは異なるシステムで教員養成しようという制度が､中央教育審議会から
提案された｡即ち､専門職大学院としての ｢教職大学院｣の構想である｡
その構想を評価することは､未だその構想が実現を見ていないので､一部の大学にはかなり具
体的なところまで計画が進んでいるが､ここで分析評価することはまだ適当とは思われないの
で､本稿では ｢教職大学院｣について言及を控えたい｡しかし､教員養成を大学院レベルまで高
めようとする動きは世界の趨勢であるので､本稿では､既に大学院レベルで教員養成をしている
国の教員養成のシステム､特に教育課程について考察することを通し七､大学院レベルまで高め
た場合の教育システムの望ましいあり方について考えてみたい｡
そこで､ここでは､PISAのテストで高得点を得たフィンランドの教育を支えている教員の養成
制度､特に学力の基礎を培っている初等教育教員 (classteacher)の養成のための教育課程に焦
点を当てて考察することとした｡
フィンランドでは､1970年代未､初等教育の教員の養成も大学で行うことになった｡それは､
フィンランドの大学の修業年限が5年で､修了時の取得学位が修士 (master)であったので､教
員免許の基礎資格が修士になることを意味した｡その5年間の教育課程をみてみると､教育学 ･
心理学の調査研究を最も重視していることが一目で読み取れる｡それに比べて､教科教育法がそ
れ程重んじられていないような印象を受ける｡また､重視されている調査研究も､文献研究では
なく､教育実践に即した調査研究が重要視されているようである｡それは､教育実習にもみられ
るO教育の技術の習得のみならず､実践を通して学習した教育学や心理学の理論を検証させなが
ら､自分なりの実践理論をもち､教育学的に思考しながら生徒を指導できる教員を育成しようす
るねらいが読みとれる内容で構成されている｡
なお､ここで分析対象とした教育課程は､2005年から実施されている教育課程1)である｡近年､
フィンランドの教育に対する著作2)が刊行されているが､そこで紹介されているのは､2004年か
ら実施されている教育課程であり､若干違いがある｡
Ⅰ.教育学 ･心理学の基礎科学と研究法の教育の重視
ヘルシンキ大学のホームページによれば､小学校教
員の免許を取得するには300単位が必要と規定されて
いる｡フィンランドの1単位(credit)は､週27時間と
1)山形大学教職研究総合センター
して規定されているので､我が国と比べれば少ない時
間数である｡我が国の場合は､1単位45時間と定めら
れているが､そこには自習時間も含まれているので､
単純には比較できない｡
そこで､本稿では､免許取得のための全教育課程に
おける教育学 ｡心理学関係の教職科目､教科教育法関
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ヘルシンキ大学の学級担任教師 (classteacher)の養成のための教育課程 (2005年以降)
(CuBEicdu皿弘 也assbadheye血血 2榊5- 3榊S血dyp血Ls)
授 業 科 目 免許取得に必要な単位数 学士取得の単位数 修士取得の単位数
コミュニケーション研究と導入研究 (Commmicahonstudiesandod蝕血lgStudies) 25
カリキュラム◎プランニングの基礎 由adcsofct血 mplanrhg) 6 3 3
言語とコミュニケーションの技能 亀anguageandcommlnicadonskins) 14
母国語 (Mbtherton卯e)
言語コミュニケーションと交流の技能 (Speechcommunicationandinteraction 4
skins)
科学的記述 贋(組 曲 g) 4
外国語 野oTdgnlanguage) 3
第二国語 贋∝ondn血onall弧guage) 3
教育の情報 ◎コミュニケーションの技術 (Ⅰnfol.mation andcommunication 5 3 2
technologyinteaching)
日子 斗日 蝕 血sdjeCtS触dicSine血血 ) 140
教育の文化的基礎 (Culturalbasesofeducation) 15
教醇 入門 紬 duchontoeducadonalsdences) 3
教育の変化と梱酸性 (Ch弧geandcon血 画 ineducadon) 7
個人的な変化 (払血血 alconhnhg血弧ge) 5
教静振理学の基礎 Psyd1Qlodcalbasesofeducadon) 15
成長.発達.学習 (GTOWぬ,deVdopment,andleaming) 5
児童生徒理解 馳 owingyourpupn) 5
特別支援教育と福祉サービス (Special needseducationandpupilwelfare 5
services)
教辞芦の基礎 Peda酢由calbasesofeducadon) 20
教陵法 のidachcs) 7
児童期早期の教育理論と教授法 (Theoryanddidacticsofearlychildhood 3
educadon)
カリキュラムの理論と評価 (Curdcultm也eo野andeValuadon) 3
教育学的理解と実践理論の構築 伊edagogicalkno血 gandconstructionof 7
personalpTaCticaltheory)
教育学研究法 鮎 eardlStudiesineducadon) 70
教鰍 弓btroduc血 toeducahonalRSeard1) 3
教育学研究法 匿duca血onal撤eardmeぬods) 7
学士論文と調査研究 CBa血dor'Sthesisand詑SeaTdlStudies) 10
教育実践研究 (鮎兜ardlintead血g) 5
_域数量的研究法 仏dvancedquandta血ereseafdlme血ods) 5
上級質的研究法 (舶Ⅴancedquaktadve潤 ea血 me払ods) 5
修士論文と調査研究 OqaBter'Sthesisandrw a血 studies) 40
教育実習 旗軸 pTaCdLB) 20
教科教育実習 (Mborsubjecttead血gprac血e) 12
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教鞘匪青学関連科目触 norsuhj∝tstudies)
総合制学校の教科及びクロス.カリキュラムの学際的研究 60
(Multidisciplinarystudiesinsubjectsandcross-curricularissuestaughtin
comprehensiveschool)
i.母国語と文学の教育 (Mo払肝tX)ngue弧dli触atme血lCadon) 8
2.数筆致育(Ma血ema血cse血lCadon) 7
3.芸術.技能教科の教紬 andskinse血lCadon) (13)
3-1 軌 e血cadon) 3
3-2 工作教育(CTa鮎e血lCadon) 4
3-3 体離 蜘 educadon) 4
3-4 音楽教育触 血ceducadon) 3
4.人文教科の蜘 dacdcsinhumanisdcsubjects) (6)
4.1 歴軸 educadon) 3
42a)ルター 派の宗教教育鹿VangbhcalLuther弧rdigousedhcadon) 3
42b)世俗的な倫理教育喧eAm ethicseducadon) 3
5.環境○科学教育の教陵法 のida血盟inenviFOnm entandsdencesuhjedB) (12)
5.1 地産榔 eogTaPhicaleduca血n) 3
5.2 繊 ologyeducadon) 3
5.3 物軸 educadon) 3
5.4 化学教育(Chemishye血cadon) 3
6.選択科目(Opdonalco4m ) (14)
6.1 蜘 educadon) 4
6.2 工偶榔 ra鮎educa血n) 4
6.3 僻純蜘 educadon) 4
6.4 音楽紬 e血caLdon) 3
6.5 魅 馳 educadon) 3
6.6 地蜘 graphicaleduc血on) 3
6.7 ルター 派の宗教教育 3
6.8 倫蜘 eculare血kseducadon) 3
6.9 生物学教細 iologyeducadon) 3
6.10 環境.科学教育 (mvirormentandscienceedu血on) 3
関連科目から選択晦 血 ma且血 8噸 駅頭由適由8) 60
25 35
選択研究(OpbnaiBtudieB) 15
15
1単位-27時間/過-1ECTScredit
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連科目､あるいは教育実習の占める割合から､それら
の科目の教員養成における位置 ｡比重を考察すること
にした｡
まず､教育学｡心理学関係科目は､140単位と免許取
得単位のほぼ半分を占めている｡さらに詳細をみる
と､研究法が70単位とその5割を占め､また､その内
の半分以上の40単位が修士論文のための調査研究に割
り当てられている｡
このことから､ヘルシンキ大学では､初等学校の教
員養成において調査研究をいかに大事にしているか
が､読み取れる｡ヘルシンキ大学のパンフにも､教員
養成の教育方針として､｢調査研究を基礎とした教育
(research-basedteaching)｣というフレーズが記され
ているが3)､その教育方針が､この教育課程に忠実に
反映している｡
ただ､ここで強調されている ｢調査研究｣の内容は､
研究者養成のための研究ではないことを忘れてはいけ
ない｡あくまでも教員養成のための ｢調査研究｣のよ
うである｡ヘルシンキ大学には､教員養成のための学
科と研究者養成の学科があり､そこでの ｢調査研究｣
には自ず違いがあり､前者の関係教員と直接面談した
際に､前者は､どちらかと言えば ｢教科 (subject)｣
の調査研究を重視し､後者は ｢学問 (science)｣の研
究をしているという印象を受けた｡それは､ヘルシン
キ大学の附属学校の校長との面談において得た情報か
らも推察される｡つまり､教員養成学科の教員は､附
属学校での教育実習にも積極的に関わっているし､ま
た､フィンランド国内の初等 ｡中等学校の教育内容の
決定に深く関与し､そのために附属学校の教員との共
同研究も活発に行っているという話しであった｡
そもそも､初等学校の教員の養成も､師範学校では
なく大学で行うようになった背景 ｡理由として､1970
年代の初等 ｡中等教育の一貫教育化､すなわち､小 ｡
中学校を統合した総合制学校の発足を契機に､同じ学
校に学歴の違う教員が一緒にいることは好ましくない
という制度的 ｡形式的な理由もあるようだが､それだ
けではなくもっと本質的な理由があったようである｡
つまり､教員の学問的水準を向上させるというねらい
である4)0
初等 ｡前期中等教育を基礎教育として位置付けたこ
とで､初等学校教員と中等学校教員との差をつけずに
同じ教育者として､その教育学的な専門性を高めよう
としたこと､そして､それを理論的学習と実践的学習
を統合することによって達成しようとしたことが､初
等教育の教員も大学で養成することになった最大の理
由のようである｡
このような経緯が､前述の教育学の教育研究を教員
養成の教育課程で重視していることに強く反映してい
る｡
Ⅱ.あまり重視されていない教科教育法
ヘルシンキ大学では､教員資格取得のために修得す
べき教科教育法の単位数は､60単位で､全体の2割に
なっている｡教育学関係科目に比べると､かなり少な
い｡教科専門科目に相当するものも25単位と少ない｡
学生が60単位配分されている選択科目をどのように選
択して履修するかで､学生がつける能力に違いが生じ
てこようが､大学の教員養成の基本方針はこの単位の
割り振りから読み取ることができる｡つまり､教科教
育法より教育学的知見の教育を重視していることが｡
全般的には教科教育法はそれほど重視されていない
ようであるが､それでも比較的力を入れて指導されて
いる教科として､母国語､算数､美術 ｡工作および環
境 ｡自然科学の教科が挙げられる｡母国語と算数の教
育は､昔から初等教育の中核なので当然のことである
が､美術｡工作はフィンランド特有のものといえよう｡
また､環境 ｡自然科学の重視は､現代的な課題に応え
ようとするものであり､また､ここにフィンランドが
PiSAで好成績を挙げた一因が秘められているとも
いえよう｡
先に全般的には教科教育はそれ程重視されていない
と評したが､それは大学での授業でのことで､教員養
成の全教育課程でみれば､必ずしもそういう結論は正
確ではない｡それは､次に考察する教育実習の単位数
とその内容が､反証を示している｡
Ⅲ.充実した教育実習
教育実習については､教科教育中心の実習12単位
と､教育学理論の検証 ｡修得を意識した実習8単位と
いう点にまず注目させられる｡それは､初等教育の教
員であっても教科の指導力の育成を重視しているこ
と､および､教科指導力の育成のみならずより広範に
生徒指導を行えるような教員の養成を意図して実習が
行なわれていることである｡このことは､1973年の
｢教師教育審議会｣で､初等教育の教員でも教科教育
の指導力をつけると同時に､教育学の学習水準を高め
て､広い意味の ｢教育者 (educator)｣として育成し
ようとすることが決定されて以来､フィンランドの教
員養成の基本方針として引き継がれてきたことを示す
ものである4)0
二つの意図をもつ2種類の実習であるが､もっと詳
しくその内容をみると､実習の仕方が我が国の実習と
は大きな違いがある｡それは､一つは､20単位の教育
実習を2年間で､それも4･5回に分けて行うという
ことであり､もう一つは､大学教員も実習に深く関わ
るということである｡前者には､実習を振り返る機会
を多くもっことができ､そのことによって､実習の目
標を前の回の実習より高めたり､拡げたりすることが
できるという利点がある｡後者は､学生にとって､実
践を本人による反省だけでなく教育学的観点からより
深く振り返る機会が得られるという利点があり､大学
教員にとっては学生の指導や生徒の学習の過程を観
て､指導法の改善や教材の開発のきっかけを得ること
もある｡特に､ヘルシンキ大学の教員は､教育課程の
編成にも深く関わっているようで､教育課程の達成度
に関心を持たざるを得ない立場にある関係から､教育
実習などの機会を通して､附属学校などの教育現場に
足を運んでいるようである｡
このような形で教育実習を行える背景に､フィンラ
ンドの大学が5年制で､しかもその5年間をすべて専
門教育の期間として割り当てているという事情があ
る｡しかも､学生は5年間で卒業しているとは限ら
ず､それ以上の年限在籍している学生も多いようであ
る｡それには､授業料が無料という背景がある｡
Ⅳ.言語及びICT重視の基礎教育
ヘルシンキ大学が教員養成の基本方針で見過ごすこ
とのできないのが､言語とICT技能の教育の重視であ
るOこれに､19単位を割り当てている｡これらと教育
課程の編成の基礎が､教育課程の筆頭に記されている
ことから､それらが教員の基礎的教養と考えられてい
ることが理解できる｡
我が国でも､教員免許を取得するには､教養教育と
して ｢情報機器の操作｣と ｢外国語コミュニケーショ
ン｣が必修になっているが､最低限の単位しか課して
いないので､教員がそれらの能力を十分に身につけて
いるかはなはだ疑問である｡フィンランドでは､参観
した高校 (uppersecondarysch(刀1)の生物の授業で
は､教科書と教育委員会が作成したパソコン･ソフト
を教材にして指導していた｡教育機器としてパソコン
等の情報機器を活用することは､教材の内容を豊かに
する上で効果的である｡視覚的かつ多様な情報の提示
は､子どもの興味 ･関心を引き出し､学習意欲の喚起
に効果的な場合がある｡また､知識の提示を子どもの
理解に合わせて行えば､内容の理解を容易にすること
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もできる｡ただ､その提示の方法 ･順序を適切に行え
るかが課題ではあるが｡
フィンランドのこのような教員養成の基礎教育とし
て外国語やICT技能を重視する教育課程に､今日の社
会の変化､すなわち､情報化や国際化にフィンランド
は着実に取り組んでいることが読みとれる｡
結 び
以上､フィンランドの初等教育教員の養成の教育課
程をみてきたが､第一にいえることは､教育学の理論
研究､それも実践に基く調査研究 (research)を重視
していることである｡それは､フィンランドの学校教
育が目指す教育目的､言い換えれば､学校で身につけ
させる力､すなわち､｢学力｣と深く関係していると考
えられる｡目指す教員目的と教員に求められる資質能
力が不可分の関係にあることは､いうまでもないこと
で､至極当然のことである｡フィンランドの学校教育
が目指しているのは､現代の社会生活で必要な能力､
従って日常生活で活用できる能力､すなわち､PISAの
テストの調査対象の能力とほぼ同じで､それ故に
PISAのテストでも高得点を得らやすい条件にあった
ともいえる｡条件に恵まれたからといってもその条件
を活かせる教員がいなければ､好成績は得られない訳
で､フィンランドが好成績を得られたのは､教員も優
秀であった､つまり教員養成においても成功していた
からといえよう｡
フィンランドの教員養成の基本的な考え方を敢えて
簡潔にいえば､次のようにまとめることができよう｡
社会が大きく変動している時代にあって､変動する社
会に適応できる人間を育成することを責務とする教員
に求められる資質能力は､単なる教科の指導法につい
ての知識 ･技能ではなく､教育学的知見でありそれを
活用する能力であり､この能力を獲得させるために､
教育の現場から子どもの成長 ･発達 ･学習の特質を把
握させ､また､教育実践を通して適切かつ有用な教育
の内容 ･方法を調査し研究するように指導するという
のが､フィンランドの教員養成の方法である｡
子どもが社会の変化に適応できる能力を身に付ける
のは､実際生活の中で知識 ･技能を習得し活用する過
程であり､また､子どもたちにそのような能力を付け
させることができるような力､いわゆる､教育力を身
に付けることができるのも､また､教育実践の中にあ
るという､まさに生活主義の教育論､教員養成論とも
いえよう｡
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注 3)ヘ ル シ ン キ 大 学 "ResearchatTHE
1)ヘ ル シ ン キ 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ : DepartmentofAppliedSciencesofEducation"
htp://www.helsinki.fi/sokla/english/studies. p.4､2005年
htm 4)田中孝彦著 ｢教師教育 の改革 と教師像｣pp.156-157
2)佐藤隆著 ｢フィンラン ドの教師教育｣ (国土社 『教 (庄井良信 ｡中島博編 『フィンラン ドに学ぶ 教
育』2006年10月号) 青 と学力』 明石書店､2005年)
日本の小学校教員免許取得のための教育課程
働 碑に必釣堀放 専修脚状の楯に必軌瑚激
教科に関する科 目 8 8
国語 .社会 .算数 .理科.生活 .音楽.図画工作.初産
体育
鯛 に関する科 目 41 41
教職の意義に関する科目 2
教職の意義及び教員の役割
教員の職務内容
進路選択に資する各種の機会の提供等
教育の基礎理論に関する科目 6
教育の理念並びに教育に関する歴史及び醜 2
幼児､児童､生徒の心身の発達及び学習の過程 2
教育に関する社会的､制度的､経営的事項 2
教敵 将導法に関する科目 22
教育課程の意義及び編成の方法 2
各教科の指導法 (以下9教科の中から6教科以上､その内､音楽.図画工作. 12
体育から2科目必修)
国語 .社会.算数.理科.生活.音楽
図画工作 .家庭 .体育
道徳の指導法 2
糊 り活動の指導法 2
教育の方監及び技術 2
生徒指導.教前日筑簸て月進路指導等に関する科目 4
1生徒階導の理論及び方法 (2)
教育相談の理論及び方法 (2)
進路指導の理論及び方法 (2)
総合演習 2
教育実習 5
教科または教職に関する科 目 10 34
合 計 59 83
教襲教育科 目 8
日本国憲法 2
体育 2
情鞄処理に関する科目 2
英語コミュニケーション 2
学士号取微こ必要な単位 ･124
